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〈
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◇
令
和
３
年
度
練
馬
区
公
共
駐
車

場
会
計
歳
入
歳
出
決
算

◇
練
馬
区
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
お

よ
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◇
練
馬
区
職
員
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定
年
等
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関
す
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条
例
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部
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改
正
す
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条
例

◇
練
馬
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す
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す
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す
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す
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す
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す
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す
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す
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◇
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築
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を
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掲
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◇
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固
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置
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決
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認
定
し
た
も
の

可
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・
認
定
し
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も
の

　本
会
議
で
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
◆
印
で
表
示

し
、賛
成
、反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
名
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

議
決
し
た
議
案

議
決
し
た
議
案

会派の略称　 自民党：練馬区議会自由民主党　公明党：練馬区議会公明党　練馬会議：練馬区議会未来会議・都民ファーストの会・国民民主党　 
インクル：インクルーシブな練馬をめざす会　共産党：日本共産党練馬区議団　立憲民主：練馬区議会立憲民主党　オンブズ：オンブズマン練馬　 
蒼風会：ふくし蒼風会　

本　　会　　議

不不

採採

択択

議
案
の
内
容
、
陳
情
の
要
旨
は
、

区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

決 議

　令和４年７月８日、演説中の安倍晋三元総理大臣が銃撃され、尊い命が奪
われた。ここに改めて、御逝去を悼み、心から哀悼の意を表す。
　民主主義の根幹である選挙が行われている中で発生した卑劣な蛮行は断じ
て許すことはできない。言論及び政治活動の自由を守ることは民主主義の基
本であり、暴力による実力行使は最も憎むべき行為である。
　私たちはあらゆる暴力を根絶し、自由で公正な社会を未来につないでいく
責務がある。
　よって、本区議会は、「あらゆる暴力の根絶」と「自由で開かれた民主主
義の堅持」に力を尽くしていくことを誓う。
　以上、決議する。

　令和４年９月７日
練馬区議会　

　本年10月４日午前７時22分頃、北朝鮮内陸部から、１発の弾道ミサイルを
東方向に発射し、青森県上空を通過して、日本の東約3,200キロメートルの
我が国排他的経済水域（ＥＥＺ）外に落下したものと推定されている。
　我が国をはじめとする国際社会が、北朝鮮に対し再三にわたり強くミサイ
ル発射の自制を求めてきたにもかかわらず、幾度も発射を強行し、我が国を
飛び越えて太平洋上に落下させたことは、我が国のみならず東アジア地域全
体の平和と安定を損なう行為であり、許しがたい暴挙である。
　今回のミサイル発射が、弾道ミサイル技術を使用したいかなる発射も行わ
ないことを北朝鮮に義務付けた国連安全保障理事会決議や、日朝平壌宣言に
も違反することは明らかである。
　よって、本区議会は、北朝鮮のミサイル発射に対して厳重に抗議するとと
もに、国連安全保障理事会決議に違反する行為を今後行わないよう強く求め
ることを表明する。
　以上、決議する。

　令和４年10月５日
練馬区議会　

●卑劣な暴力に屈せず、自由で公正な民主主義を
　堅持する決議

●北朝鮮のミサイル発射に断固抗議する決議

10月補正予算　　補正予算額　193億1665万円
●新型コロナウイルス感染症への対応 82億9283万円
　・感染拡大防止と医療提供体制の充実 62億1589万円
　・困窮する区民・事業者への支援 20億7694万円

●物価上昇の影響を受けた区民・事業者への支援 60億7776万円
　・困窮する区民への支援 50億9573万円
　・事業者への支援 ９億8203万円

●区内中小企業への支援 13億6067万円 ●その他（区立施設の光熱費上昇対応等） 35億8539万円

２件の決議を可決しました。


